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要   旨  

 

本 研 究 の 目 的 は 介 護 職 者 に 対 す る 音 楽 運 動 療 法 を 起 用 し た グ ル

ー プ 椅 子 体 操（ 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 ）の 実 践 指 導 教 育 が そ の 後 の リ ハ

ビ リ 指 導 に ど う 影 響 す る か を 検 討 す る こ と で あ る 。  

参 加 者 で あ る 介 護 職 者 か ら 、音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 実 践 指 導 講 習 会 開

始 時 と 講 習 会 終 了 3 ヶ 月 後 に 自 記 式 ア ン ケ ー ト の 回 答 お よ び 感 想

を 得 て 、 ア ン ケ ー ト の 比 較 評 価 お よ び 質 的 分 析 を 行 っ た 。   

通 所 介 護 施 設 で 利 用 者 の 機 能 改 善 を 支 援 す る 介 護 職 者 が 抱 え る

悩 み は 、「 リ ハ ビ リ 体 操 指 導 の マ ン ネ リ 化 」、「 利 用 者 の 症 状 の 多 様

性 や 意 欲 の 持 続 」、「 安 全 性 の 確 保 」 等 で あ っ た 。 今 回 の 介 護 職 者 に

対 す る 実 践 指 導 教 育 の 介 入 の 結 果 、介 護 職 者 自 身 が 実 際 に 音 楽 リ ハ

ビ リ 体 操 を 体 験 す る こ と に よ り 、 講 習 会 参 加 後 、「 介 護 職 者 の リ ハ

ビ リ 体 操 指 導 時 の 工 夫 や 配 慮 、 自 身 の 学 習 ・ 実 践 意 欲 」 等 の 効 果 を

も た ら し た 。  

こ の 音 楽 運 動 療 法 を 起 用 し た グ ル ー プ 椅 子 体 操 の 介 護 職 者 へ の

実 践 指 導 教 育 は 、通 所 介 護 施 設 利 用 者 へ の 配 慮 を 増 加 さ せ 、指 導 内

容 の 工 夫 、 学 習 ・ 実 践 意 欲 を 促 す こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

K e y  W o r d s : 通 所 介 護 施 設 、 介 護 職 者 、 音 楽 運 動 療 法 、 リ ハ ビ リ 体  

実 践 指 導 教 育   
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緒  言  

高 齢 化 の 進 行 に 伴 い 、 国 に よ

る 高 齢 者 施 策 は 変 化 を 遂 げ て き

て お り 、 平 成 1 2 年 4 月 よ り 、 要 介

護 者 を 社 会 全 体 で 支 え る 新 た な

仕 組 み と し て 介 護 保 険 制 度 が 導

入 さ れ た 。 こ の 制 度 の も と 、 介

護 サ ー ビ ス 事 業 者 が 実 施 し て い

る 介 護 プ ロ グ ラ ム は 要 介 護 者 、

介 護 者 の 双 方 に と っ て も 利 用 価

値 が 高 い と 思 わ れ る 1 . 2 ) 。 近 年 、

高 齢 者 に 対 す る 運 動 療 法 に つ い

て の 研 究 が 進 み 、 運 動 の 効 果 が

実 証 さ れ て き て い る 3 , 4 ) 。リ ハ ビ

リ 運 動 は 機 能 回 復 や 機 能 維 持 等 、

整 形 外 科 的 な 効 用 の み な ら ず 、

脳 の 機 能 維 持 や 精 神 的 な リ フ レ

ッ シ ュ 5 , 6 ) 等 、生 活 の 質（ Q u a l i t y  

o f  L i f e :  Q O L ） を 高 め る 上 で 期

待 さ れ て お り 、 要 介 護 者 が 利 用

す る 通 所 介 護 施 設 で は 、 集 団 で

の リ ハ ビ リ 体 操 指 導 に よ り 利 用

者 を 支 援 す る こ と が 重 要 で あ る

も の の 、 リ ハ ビ リ に 関 す る 運 動

の 実 施 や 指 導 方 法 に 躊 躇 し て い

る 介 護 職 者 は 尐 な く な い 7 ) 。通 所

介 護 施 設 で 安 全 で 効 果 的 な リ ハ

ビ リ 運 動 を 提 供 で き る よ う 、 講

習 会 等 を 利 用 し て 介 護 職 者 が 指

導 上 の 助 言 を 得 る こ と は 、 要 介

護 者 の 生 活 を 支 え る 上 で 役 立 つ

と 推 察 さ れ る 。 そ れ に は リ ハ ビ

リ 体 操 を 受 講 し た 介 護 職 者 が 機

能 改 善 に 対 す る 運 動 指 導 の 必 要

性 を ど の 程 度 認 識 し 、 指 導 で き

る よ う に な る か を 検 証 す る こ と

が 必 要 と 考 え る 。  

近 年 、 音 楽 を 使 っ た 心 身 へ の

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 効 果 に 関 す

る 内 外 の 報 告 が あ る 8 , 9 ) が 、

我 々 は 椅 子 を 使 っ た グ ル ー プ で

の 音 楽 運 動 療 法 を 開 発 し 、 種 々

の 自 治 体 や 介 護 関 連 施 設 で 実 施

し て い る 。 音 楽 療 法 と は  音 楽

の 持 つ 生 理 的 、 心 理 的 、 社 会 的

働 き を 用 い て 、 心 身 の 障 害 の 回

復 、 機 能 の 維 持 改 善 、 Q O L の 向

上 、 行 動 の 変 容 等 に 向 け て 、 音

楽 を 意 図 的 、 計 画 的 に 活 用 し て

行 わ れ る 治 療 技 術 で あ る 、 と 定

義 さ れ て い る 。 主 な も の に  ①

演 奏 等 の 能 動 的 音 楽 療 法  ② 音

楽 を 聴 く 等 の 受 動 的 音 楽 療 法  

③ 音 楽 を 聴 き な が ら 体 を 動 か す

行 動 的 な 音 楽 療 法  ④ 作 曲 す る

等 の 創 作 的 な 音 楽 療 法 が あ る

1 0 ) 。  

我 々 が 実 践 す る 椅 子 を 用 い た

グ ル ー プ で の 音 楽 運 動 療 法 は 、

そ の 概 念 を 更 に 発 展 さ せ 、 運 動

療 法 に 音 楽 を 取 り 入 れ る こ と に

よ り 、 音 楽 の 力 で 体 を 動 か し に

く い 人 た ち の モ チ ベ ー シ ョ ン を

上 げ 、 体 を 動 か す こ と を 苦 痛 で

は な く 心 地 良 い と 感 じ て も ら え

る よ う 心 が け 開 発 し て き た 。 そ

の 結 果 、 本 音 楽 運 動 療 法 は 参 加

者 の 積 極 的 、 か つ 継 続 的 参 加 を

支 え 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 理 論

に 基 づ く 運 動 療 法 に よ る 機 能 改

善 効 果 を 高 め る こ と を 示 唆 し て

き た 1 1 ～ 1 4 ) 。 更 に 、 こ の 椅 子 を

使 っ た グ ル ー プ で の 音 楽 運 動 療

法 は 精 神 面 へ の 効 果 も あ り 、 主

観 的 な 疲 労 感 の 軽 減 の み な ら ず 、

客 観 的 な リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン 効 果

も 生 化 学 的 に 実 証 し て い る 1 3 ) 。

す な わ ち 本 音 楽 運 動 療 法 は 日 々 、

思 う よ う に 動 け な い と 感 じ て い

る 参 加 者 に と っ て 、 自 分 の 身 体

の 状 況 に 応 じ た 体 操 を 無 理 な く

続 け ら れ 、 参 加 者 同 士 が 共 に 楽  
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し め る 雰 囲 気 の 中 で 行 わ れ る 。

そ れ ゆ え 、椅 子 を 使 っ た 集 団 で

の 本 音 楽 運 動 療 法 は 、障 害 や 虚

弱 や 高 齢 の た め 体 を 動 か し に

く い 人 に と っ て は 、参 加 者 が 自

発 的 に 体 を 動 か し 、継 続 性 を 高

め る と い う 利 点 に よ り 、効 果 的

な リ ハ ビ リ 体 操 で あ る と 考 え

ら れ て い る 1 1 , 1 2 ) 。  

今 回 、こ の 音 楽 運 動 療 法 を 起

用 し た 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 の 実

践 的 講 習 会 を 通 所 介 護 施 設 の

介 護 ス タ ッ フ を 対 象 に 実 施 し 、

通 所 介 護 施 設 の リ ハ ビ リ 体 操

指 導 現 場 に お け る 現 状 を 把 握

し た 上 で 、 実 践 指 導 講 習 会 が 、

介 護 職 者 の 利 用 者 へ の リ ハ ビ

リ 指 導 に ど う 反 映 さ れ た の か

に つ い て 、講 習 会 の 成 果 を 評 価

す る こ と を 目 的 と し た 。   

方  法  図 1  図 2  

１ ） 対 象 者 お よ び 実 践 期 間  

対 象 者 は 音 楽 運 動 療 法 を 用

い た グ ル ー プ 椅 子 体 操 (以 下 、

音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 ) 講 習 会 へ の

参 加 者 で 、A 区 通 所 介 護 施 設 に

勤 務 す る 介 護 職 、管 理 者 、相 談

員 で あ る (以 下 、介 護 職 者 )。実

施 期 間 は 平 成 2 2 年 8 月 か ら 1 1

月 で あ っ た 。  

２ ） 実 践 指 導 教 育 と し て の 講 習

会  

講 習 会 は 、音 楽 や ア ロ マ を 取

り 入 れ た 機 能 改 善 の た め の 音

楽 リ ハ ビ リ 体 操 の 用 い 方 と 効

果 に つ い て 、理 論 と 演 習 を 含 み

9 0 分 間 実 施 し た 。 初 回 講 習 会

の ２ 週 間 後 に ２ 回 目 の 講 習 会

を 実 施 し た 。  

３ )  調 査 方 法 お よ び 分 析 方 法   

初 回 講 習 会 開 始 前 に 参 加 者

は 自 記 式 の ア ン ケ ー ト ( A ) を 記

入 し 、参 加 し た 介 護 職 者 の リ ハ

ビ リ 指 導 の 現 状 把 握 の 手 掛 か

り と し た 。参 加 者 は ２ 週 間 後 の

２ 回 目 の 講 習 会 終 了 時 に 感 想

文 を 自 由 記 載 ( B ) し た 。 講 習 会

終 了 ３ ヶ 月 後 に 、初 回 時 と 同 じ

質 問 項 目 に 追 加 質 問 事 項 を 加

え た ア ン ケ ー ト 用 紙 ( C ) を 講 習

会 参 加 者 に 送 り 、返 信 用 封 筒 に

て 回 収 し た 。 追 加 質 問 内 容 は

「 あ な た の 介 護 現 場 に 新 た に

取 り 入 れ て 活 用 し て い る こ と

は 何 で す か 」と し た 。ア ン ケ ー

ト の 結 果 は 、量 お よ び 質 的 な 比

較 検 討 を 行 い 評 価 し た 。音 楽 リ

ハ ビ リ 体 操 に つ い て の 記 述 内

容 は 意 味 あ る 文 章 ご と に 整 理

し 、 文 章 分 析 を 行 い 評 価 し た
1 5 ) 。  

４ ） 倫 理 的 配 慮  

募 集 時 お よ び 講 習 会 初 日 に 、

参 加 者 に 口 頭 で 、結 果 は 学 会 発

表 や 論 文 掲 載 を す る が 個 人 が

特 定 さ れ る こ と は な い こ と 等

の 倫 理 的 配 慮 を 説 明 し 、研 究 協

力 の 意 思 表 明 が 得 ら れ た 参 加

者 に ア ン ケ ー ト 協 力 を 依 頼 し

た 。本 報 告 は 聖 路 加 看 護 大 学 倫

理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し

た （ 承 認 番 号 1 0 - 0 3 2 ）。  

結  果  

１ ） 講 習 会 初 回 時 ア ン ケ ー ト A

と 講 習 会 終 了 ３ ヶ 月 後 の ア ン

ケ ー ト C の 比 較  表 1  
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音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 の １ 回 目 講

習 会 （ 参 加 者 2 0 名 ）、 ２ 回 目 講

習 会 （ 同 1 9 名 ） に 参 加 し 、 更 に

３ ヶ 月 後 の ア ン ケ ー ト C に 回 答

し た 7 施 設 1 1 名 （ 3 1 ～ 6 7 歳 の

男 性 ５ 名 、 女 性 ６ 名 ， 平 均 年 齢

4 4 . 2 歳 、回 収 率 5 5 ％ ）の 結 果 を

表 Ⅰ に ま と め た 。  

1 . 通 所 介 護 利 用 者 へ の リ ハ ビ

リ 体 操 に つ い て ( 表 １ - Ⅰ )  

通 所 介 護 利 用 者 へ の リ ハ ビ リ

体 操 の 実 施 者 は 初 回 調 査 で 1 1  

名 中 8 名 で あ っ た 。 メ ニ ュ ー 作  

 

成 は 、P T の 指 導 / 区 の 体 操 / 以 前

の メ ニ ュ ー 、 に 基 づ い た と い う

回 答 で あ っ た 。 音 楽 リ ハ ビ リ 体

操 講 習 会 参 加 3 ヶ 月 後 に は 、 介

護 職 自 身 が 研 究 / 本 を 参 考 / 利 用

者 の 希 望 と 身 体 状 況 を 考 慮 し た 、

が 加 わ り 工 夫 が 見 ら れ た 。 メ ニ

ュ ー 作 成 時 の 配 慮 す べ き 点 は 、

初 回 時 は 利 用 者 の 介 護 レ ベ ル と

い う 回 答 が 多 く 、 3 ヶ 月 後 に は

継 続 性 と 答 え た 人 が 大 幅 に 増 え

た 。 利 用 者 へ の 技 術 的 な 支 援 面

で の 悩 み は 両 時 期 と も に 共 通 し  



 
昭和大学保健医療学雑誌 第 11 号 2013 

23 

 

て マ ン ネ リ 化 が 挙 げ ら れ 、 そ の

他 、 参 加 拒 否 者 へ の 対 応 （ 初 回

時 ）、 認 知 症 利 用 者 へ の 指 導 （ 3

ヶ 月 後 ） 等 で あ っ た 。 利 用 者 へ

の 心 理 的 支 援 面 で の 悩 み は モ チ

ベ ー シ ョ ン （ 初 回 時 ）、 集 中 力 /

関 心 / 意 欲 （ 3 ヶ 月 後 ） が 挙 げ ら

れ た 。  

2 . グ ル ー プ 体 操 指 導 に つ い て

( 表 １ - Ⅱ )  

１ 回 の 指 導 時 間 は 3 0 分 以 上

が 一 番 多 く 、 メ ニ ュ ー 作 成 時 に

困 る 点 は 、 利 用 者 の 身 体 的 レ ベ

ル の 違 い / 集 中 力 / ふ ら つ き 等 が

共 通 し て 挙 げ ら れ た 。 実 施 に 当

た っ て は 、 両 時 期 共 に 楽 し く 行

う こ と が 重 視 さ れ 、 初 回 時 に は

体 全 体 を 動 か す 、 3 ヶ 月 後 に は

簡 単 な 体 操 / 無 理 の な い 動 き / 利

用 者 に よ り 内 容 を 変 え る / 参 加

意 欲 を 高 め る 曲 を 選 ぶ 等 が あ り

工 夫 が 見 ら れ た 。 実 施 上 困 る 点

は 、 両 時 期 共 に や り た く な い 人

へ の 対 処 、 で あ り 、 そ の 他 、 介

護 度 の 違 い / マ ン ネ リ 化 / 集 中 力

の 維 持 / 転 倒 や け が （ 3 ヶ 月 後 ）

が あ っ た 。  

3 . 個 人 的 リ ハ ビ リ 指 導 に つ い

て ( 表 １ - Ⅲ )  

両 時 期 と も に 1 回 の 体 操 時 間

は 1 0 ～ 2 0 分 が 一 番 多 く 、実 施 上

重 視 す る 点 は 、 本 人 の 希 望 / A D L

レ ベ ル / や る 気 等 で あ っ た 。メ ニ

ュ ー 作 成 時 に 困 る こ と は 、 共 通

し て マ ン ネ リ 化 で あ り 、 実 施 上

困 る こ と は 、 共 通 し て や り た く

な い 人 へ の 対 処 で あ っ た 。 3 ヶ

月 後 で は 、 集 中 力 の 維 持 困 難 /

転 倒 や け が 、 で あ っ た 。  

4 .  音 楽 や ア ロ マ の 併 用 に つ い

て ( 表 １ - Ⅳ )    

リ ハ ビ リ 指 導 で の 音 楽 の 使 用 は 、

あ る と 答 え た 人 が 初 回 時 か ら 多

か っ た 。  ア ロ マ オ イ ル の 使 用

は 、 ３ ヶ 月 後 に は 機 会 が あ れ ば

使 お う と 思 う 人 が 増 え た 。  

5 . リ ハ ビ リ を 目 的 と す る プ ロ

グ ラ ム の 中 で の 工 夫 点 に つ い

て    

両 時 期 と も に 、 生 活 に 沿 っ た

リ ハ ビ リ を 工 夫 す る 、 で あ り 、

初 回 時 の 内 容 は 、 歌 を 歌 い な が

ら 体 操 を す る / 歌 と 体 操 を 上 手

に 合 わ せ る 、 等 で あ っ た 。  講

習 会 参 加 3 ヶ 月 後 で は 、 機 能 向

上 の 目 安 を 見 つ け る / 個 別 性 を

考 え る / 利 用 者 の 気 持 へ の 同 調 /

笑 顔 で 行 う / 手 足 を 動 か す 、等 で

自 由 記 載 回 答 者 数 が 増 え た 。  

6 . グ ル ー プ 指 導 と 個 人 指 導 の

違 い の 把 握  

両 時 期 と も に 共 通 し て 、 グ ル

ー プ で は 皆 で 楽 し み な が ら 達 成

感 を 育 て る こ と が で き る 、 個 人

で は 個 々 の A D L や ニ ー ズ に 対 応

で き る 、 と い う 回 答 で あ っ た 。  

7 .  音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 講 習 会 参

加 後 に 実 際 の 介 護 現 場 に 新 た に

取 り 入 れ て 活 用 し て い る こ と  

講 習 会 で 学 ん だ こ と を 参 考 に 、

改 良 し て 実 践 し て い る 人 は 7 名

で あ っ た 。 そ の 内 容 は 、 一 部 参

考 に し て 指 体 操 や 呼 吸 法 を 改 良

/ 深 呼 吸 の 仕 方 / ヨ ガ の 呼 吸 法 や

ス ト レ ッ チ 、 等 で あ る 。 ま た 、

歌 を 歌 い な が ら 動 け る 体 操 を 新

た に 考 慮 中 の 人 1 名 で あ っ た 。

今 回 の 講 習 会 の 内 容 を 生 か し て

実 施 す る に は 椅 子 を 変 え る 必 要

が あ り 購 入 予 定 で あ る 等 、 具 体

性 な 行 動 に 移 行 す る 際 の 課 題 も

新 た に 抽 出 さ れ た 。  
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２ ） 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 講 習 会 終

了 時 の 参 加 者 の 感 想 （ ア ン ケ ー

ト B ）  

音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 の １ 回 目 講

習 会 （ 参 加 者 2 0 名 ）、 ２ 回 目 講

習 会 （ 同 1 9 名 ） に 参 加 し た 1 5

施 設 1 9 名 （ 2 0 歳 代 ～ 6 0 歳 代 歳

の 男 性 1 1 名 、女 性 8 名 ，回 収 率

9 5 ％ ） の 結 果 を 図 3 と 図 4 に ま

と め た 。  

1 . 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 講 習 会 参

加 後 の 自 分 の 心 や 体 の 変 化  

図 3  

肯 定 的 意 見 （ 3 3 文 ） と 非 肯 定

的 意 見 （ ６ 文 ） に 分 類 さ れ た 。

肯 定 的 意 見 で は 、体 感 す る 変 化 、

リ ラ ッ ク ス ・ 気 分 転 換 、 良 か っ

た 、 楽 し み 、 そ の 他 の ５ つ の カ

テ ゴ リ ー が 抽 出 さ れ た 。 非 肯 定

的 意 見 で は 難 し い ・ 覚 え き れ な

い 、 し ん ど い 等 の ２ つ が 抽 出 さ

れ た 。  

2 . 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 講 習 会 に

参 加 し て 自 分 に と っ て 良 か っ

た 点  図 4  

リ ハ ビ リ 体 操 指 導 者 と し て の

視 点 に 基 づ く 意 見 （ 2 3 文 ） と 講

習 会 の 受 講 者 と し て の 視 点 に 基

づ く 意 見 （ ７ 文 ） と に 分 類 さ れ

た 。 前 者 の 意 見 で は 、 満 足 ・ 興

味 、 実 践 意 欲 ・ 創 作 意 欲 、 学 習

意 欲 、 レ パ ー ト リ ー の 増 加 ・ 変

化 、 難 し い 、 の ５ つ の カ テ ゴ リ

ー が 抽 出 さ れ た 。 全 体 と し て 、

肯 定 的 な 意 見 は 2 9 文 、非 肯 定 的

な 意 見 は 1 文 で あ っ た 。  
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考  察  

今 回 の 講 習 会 参 加 者 で あ る 介

護 職 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 結 果

か ら 、 介 護 施 設 の リ ハ ビ リ 場 面

で 利 用 者 の 状 態 や 心 理 面 に 配 慮

す る 介 護 職 者 の 具 体 的 な 悩 み や

困 難 が 明 ら か に な っ た 。 介 護 職

者 は 、「 利 用 者 の レ ベ ル の 違 い 」

や 「 マ ン ネ リ 化 し な い メ ニ ュ ー

の 作 成 」 に 悩 ん で お り 、 更 に は

利 用 者 の 「 転 倒 ・ け が 等 の 安 全

面 に 注 意 」 し な が ら リ ハ ビ リ を

実 施 し て い る 様 子 が 伺 わ れ た 。  

本 研 究 で は 、 椅 子 を 使 っ た グ

ル ー プ で の 音 楽 運 動 療 法 を 通 所

介 護 施 設 の 介 護 職 者 に 実 際 に 体

験 し て も ら う 講 習 会 を 実 施 し た 。

講 習 会 初 回 時 と 講 習 会 終 了 3 ヶ

月 後 に 、 通 所 介 護 施 設 で の リ ハ

ビ リ の 現 状 に つ い て 、 グ ル ー プ

体 操 指 導 お よ び 個 人 指 導 の リ ハ

ビ リ 場 面 に 分 け て ア ン ケ ー ト 回

答 を 求 め た が 、 各 項 目 に は 共 通

の 問 題 が み ら れ た 。  

1 つ は 通 所 介 護 施 設 で の グ ル

ー プ リ ハ ビ リ に お け る 、 身 体 や

介 護 面 で の 「 レ ベ ル の 違 い 」 で

あ り 、 ど の 利 用 者 に 対 し て も 同

様 の 効 果 を 得 る の は 人 数 が 多 け

れ ば 多 い ほ ど 困 難 で あ る 。 ２ つ

目 に は 、 長 期 利 用 者 が 多 い 通 所

介 護 施 設 の リ ハ ビ リ 1 6 ) で は 、メ

ニ ュ ー や 実 施 内 容 の 「 マ ン ネ リ

化 」 の 問 題 が 挙 げ ら れ た 。 リ ハ
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ビ リ と し て 機 能 維 持 、 改 善 を 目

的 と す る 場 合 、 段 階 的 に 多 尐 の

変 化 を 加 え て い か な け れ ば 効 果

が 得 に く い 傾 向 が あ る 。 ま た 、

マ ン ネ リ 化 は 利 用 者 の 「 モ チ ベ

ー シ ョ ン の 低 下 」に も つ な が り 、

「 や り た く な い 」 な ど の 負 の 感

情 が 生 ま れ や す く な る 。 し か し

な が ら 、 リ ハ ビ リ 専 門 職 で な い

介 護 職 者 が 考 案 す る メ ニ ュ ー に

は 限 界 が あ り 、 理 学 療 法 士 等 か

ら 助 言 を 受 け て も 、 フ ィ ー ド バ

ッ ク シ ス テ ム が 無 け れ ば 効 果 は

期 待 で き な い 。 自 ら の 工 夫 に 加

え 、 定 期 的 に 専 門 家 の 助 言 を 受

け 、 指 導 内 容 を 改 定 し 、 よ り 効

果 的 な リ ハ ビ リ を 行 え る よ う 地

域 や 地 域 介 護 施 設 で の 環 境 整 備

の 必 要 性 が あ る 1 6 , 1 7 ) と 考 え ら

れ る 。  

我 々 は 、 こ れ ま で 身 体 面 の 機

能 訓 練 プ ロ グ ラ ム や 介 護 予 防 プ

ロ グ ラ ム に 意 図 的 に 音 楽 や ア ロ

マ を 用 い て グ ル ー プ で の リ ハ ビ

リ 体 操 を 実 施 し て き た 1 1 ～ 1 4 ) 。

音 楽 は 参 加 者 の 体 の 動 き へ の モ

チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る 起 爆 剤 で

あ る と 同 時 に 、 音 楽 や ア ロ マ は

心 身 の リ ラ ッ ク ス を 促 す 誘 導 剤

で も あ り 、 ま た 参 加 者 同 士 が 共

に 楽 し む 補 助 剤 で も あ る 。実 際 、

参 加 者 は 楽 し み な が ら 継 続 的 に

機 能 改 善 や 介 護 予 防 の 体 操 を 行

い 、 そ の 結 果 、 日 常 生 活 の 活 動

意 欲 が 高 ま り 機 能 改 善 効 果 に 繋

が っ て い る と い う 成 果 も 得 て い

る 1 2 , 1 4 ) 。  

今 回 の 音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 講 習

会 で は 、 現 場 で リ ハ ビ リ を 担 当

し て い る 介 護 職 者 を 対 象 に 、 体

を 動 か し に く い 要 介 護 利 用 者 の 、

① 動 く 部 分 を 大 切 に す る 、 ② 弱

い 部 分 を 強 化 す る 、 ③ 椅 子 に 座

っ た ま ま 運 動 不 足 を 解 消 す る 、

④ 部 分 運 動 か ら 全 身 運 動 へ 無 理

な く 移 行 す る 、 ⑤ 音 楽 を 利 用 し

て 楽 し さ を リ ハ ビ リ に 取 り 入 れ

る 1 1 ) こ と を 重 視 し た 体 験 型 学

習 の 実 践 指 導 教 育 を 行 っ た 。 受

講 者 の 受 講 直 後 の 感 想 を 文 章 分

析 し た 結 果 、 自 身 の 心 や 体 へ の

心 地 よ さ に 関 す る 文 章 、 レ パ ー

ト リ ー の 増 加 や 心 身 両 面 か ら の

満 足 感 に 関 す る 文 章 、 お よ び 指

導 現 場 に お け る 実 践 意 欲 や 学 習

意 欲 に 関 す る 文 章 が 多 く 抽 出 さ

れ た 。 こ れ は 日 々 、 ス ト レ ス の

多 い 介 護 現 場 の 指 導 者 で あ る 受

講 者 自 身 が 今 回 の 音 楽 リ ハ ビ リ

体 操 の 実 践 指 導 教 育 を 受 け た こ

と に よ り 、 精 神 的 に も リ ラ ク ゼ

ー シ ョ ン 効 果 や 心 地 よ さ を 自 覚

し た こ と が 推 察 さ れ る 。  

実 際 、 我 々 は 以 前 、 本 音 楽 リ

ハ ビ リ 体 操 参 加 者 の 運 動 療 法 前

後 に お け る 唾 液 を 採 取 し 、 唾 液

の コ ル チ ゾ ー ル 量 を 生 化 学 的 に

測 定 し た 。 そ の 結 果 、 運 動 後 に

ス ト レ ス 関 連 物 質 と し て の コ ル

チ ゾ ー ル の 有 意 な 減 尐 を 認 め 、

同 時 に 、 参 加 者 の 自 記 式 ア ン ケ

ー ト （ P O M S 短 縮 版 ） に よ る 疲 労

感 の 軽 減 も 明 ら か に な っ た 1 3 ) 。

以 上 の こ と か ら 、 介 護 現 場 の 指

導 者 で あ る 受 講 者 自 身 の 「 体 操

を 実 施 す る 際 に は 介 護 職 者 自 身

が 自 分 で 工 夫 し て リ ハ ビ リ 体 操

を 提 供 し 、 そ の 心 地 よ さ を 利 用

者 に も 感 じ て も ら い た い 」 と い

う 実 践 意 欲 に つ な が っ た も の と

思 わ れ る 。  実 際 に 本 音 楽 リ ハ

ビ リ 体 操 講 習 会 か ら 3 か 月 後 の
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ア ン ケ ー ト 回 答 で は 工 夫 に 関 す

る 記 載 が 増 え て お り 、 こ の こ と

は 介 護 職 者 へ の 音 楽 運 動 療 法 を

起 用 し た リ ハ ビ リ 体 操 講 習 会 を

音 楽 リ ハ ビ リ 体 操 の 体 験 型 学 習

形 式 に し た 結 果 の 大 き な 成 果 と

い え る 。  

一 方 、 リ ハ ビ リ 中 の 「 転 倒 ・

け が 」 等 に は 、 細 心 の 注 意 が 必

要 で あ る 。 様 々 な 身 体 レ ベ ル に

あ る 多 く の 利 用 者 が 安 全 に リ ハ

ビ リ を 行 う た め に は 、 必 要 数 の

介 護 職 者 の 確 保 と 役 割 、 利 用 者

の 身 体 レ ベ ル の 把 握 等 、 事 前 の

入 念 な 準 備 が 必 要 と さ れ 、 更 に

は 介 護 職 者 の 研 修 等 が 自 ず か ら

求 め ら れ る 。 今 後 、 介 護 施 設 や

通 所 介 護 施 設 で の リ ハ ビ リ 指 導

の 必 要 性 は ま す ま す 増 大 す る と

考 え ら れ 1 6 ) 、現 場 で 指 導 す る 介

護 職 者 の 精 神 的 支 え や 技 術 的 な

向 上 を 導 く シ ス テ ム の 構 築 が 急

が れ る 。  

結   論  

通 所 介 護 施 設 の リ ハ ビ リ 体 操

指 導 現 場 で は 介 護 に 直 ち に 反 映

で き る 安 全 で 効 果 的 な 実 践 プ ロ

グ ラ ム の 必 要 性 が 抽 出 さ れ 、 音

楽 運 動 療 法 を 起 用 し た 音 楽 リ ハ

ビ リ 体 操 講 習 会 の 体 験 型 学 習 は

参 加 介 護 職 者 の リ ハ ビ リ 指 導 に

対 す る 実 践 意 欲 を 促 す こ と が 示

唆 さ れ た 。   

 

謝   辞  

本 研 究 は 著 者 が 聖 路 加 看 護 大  

学 在 職 中 に 実 施 し た も の で 、 関  

係 者 の 方 々 に 深 く 感 謝 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 

文   献  

1 .  伊 藤 雅 治 , 西 山 裕 , 成 川 衛 ほ  

か ： 介 護 保 険 制 度 . 国 民 衛 生

の 動 向 5 8 ( 9 ) , 厚 生 労 働 統 計  

協 会 , 2 3 6 - 2 4 8 , 東 京

2 0 1 1 / 2 0 1 2 .   

2 .  大 田 仁 史 ： 介 護 保 険 法 と 介 護  

予 防 ,  地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 原 論 V e r 5 , 医 歯 薬 出 版 株

式 会 社 ， 3 3 - 4 3 ,  東 京 , 2 0 1 0 .  

3 . 島 田 裕 之 ・ 鈴 木 芽 久 美 ： 高 齢

者 の 運 動 療 法 に 関 す る エ ビ デ

ン ス , 高 齢 者 の 機 能 障 害 に 対

す る 運 動 療 法 ,  市 橋 則 明

編 . 1 5 - 2 9 ，文 光 堂 ，東 京（ 2 0 1 1 ） 

4 . 藤 野 圭 司 ： 高 齢 者 の 運 動 機 能

ト レ ー ニ ン グ  要 介 護 者 へ の

ロ コ モ テ ィ ブ ト レ ー ニ ン グ ,

臨 床 ス ポ ー ツ 医 学 ， 2 7 ( 1 ) ：

4 9 - 5 4 （ 2 0 1 0 ）  

5 . 鈴 木 隆 雄 ， 島 田 裕 之 ： 認 知 症

予 防  運 動 療 法 ,  医 学 の 歩 み ， 

2 3 9 ( 5 ) , 3 9 2 - 3 9 8 , 2 0 1 1  

6 . 山 里 道 彦 他 ： 高 次 機 能 障 害 症

例 に 対 す る グ ル ー プ 訓 練 , 認

知 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ，

1 5 ( 1 ) , 9 - 1 6 , 2 0 1 0 .  

7 . 照 井 孫 久 , 今 井 幸 充 , 渡 邊 光 子  

ほ か ： 高 齢 者 施 設 に お け る ア  

ク テ ィ ビ テ ィ の 実 態 , 老 年 精  

神 医 学 雑 誌 , 1 7 ( 1 1 ) , 1 1 9 9 -  

1 2 0 7 , 2 0 0 6 .  

8 . T a u t  M H:  N e u ro l o g i c  m us i c 

t h e r a p y  i n  s e n s o r i m o t o r  

r e h a b i l i t a t i o n .  T a y l o r  &  

F r a n c i s  G r o u p ,  N e w  Y o r k ,  1 3 7 - 1 6 4 , 

2 0 0 5  

9 .野 田 燎 ： 音 楽 運 動 療 法 ． Cli n i c al   

N e u r o s c i e n c e  2 6 ,  6 7 3 - 6 7 5 ,  

2 0 0 8 .  
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1 0 . 日 野 原 重 明 ,篠 田 知 章 ,加 藤 美 智

子  ： 標 準  音 楽 療 法 入 門 （ 上 ）

理 論 編 .春 秋 社 ,東 京 ,19 9 8 . 

1 1 . 小 口 江 美 子：体 を 動 か し に く

い 人 へ の 音 楽 運 動 療 法 と そ

の 効 果 ,  J O H N S ， 2 5 ( 5 ) ：

7 0 5 - 7 0 9 , 2 0 0 9 .  

1 2 . 小 口 江 美 子 ，伊 藤 マ ミ ，菊 田

文 夫 ほ か：運 動 の メ ン タ ル ヘ

ル ス 効 果 の 検 討 （ そ の 3 ） ‐

音 楽 運 動 療 法 を 起 用 し た グ

ル ー プ リ ハ ビ リ と レ ー ニ ン

グ の 心 身 に 及 ぼ す 影 響 ,  聖

路 加 看 護 大 学 紀 要 ， 3 6 ,  

6 4 - 6 8 ,  2 0 1 0 .  

1 3 . 小 口 江 美 子 ，岡 崎 雅 子 ，青 暢

子 ほ か：集 団 椅 子 体 操 を 用 い

た 音 楽 運 動 療 法 の メ ン タ ル

ヘ ル ス 効 果 に つ い て － 気 分

評 価 や 生 化 学 的 評 価 か ら , ス

ポ ー ツ 精 神 医 学 ， 8 ：

4 7 - 5 2 , 2 0 1 1 .  

1 4 . 小 口 江 美 子：地 域 に 広 が る 介

護 予 防 の 和 、 感 染 予 防 の 輪 ,

訪 問 看 護 と 介 護 , 1 7 ( 2 ) , 1 4 9 -  

1 5 3 , 2 0 1 2 .  

1 5 . 佐 藤 郁 哉 : 質 的 デ ー タ 分 析 法  

 原 理 ・ 分 析 ・ 実 践 , 新 曜 社 ,  

東 京 , 2 0 0 8 .  

1 6 . 浜 村 明 徳：地 域 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン の 概 念 と 在 宅 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン サ ー ビ ス , M B  

M e d  R e h a , N o 1 5 1 , 1 - 8 , 2 0 1 2 .  

1 7 . 奈 良  勲：自 己 リ ハ ビ リ テ ー  

シ ョ ン の す す め .  虚 弱・障 害

高 齢 者 の た め の 健 康 体 操 テ

キ ス ト ,  奈 良 勲 、藤 村 雅 彦 著 .  

1 - 4 ，医 歯 薬 出 版 ，東 京（ 2 0 0 3 ）  
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E f f e c t s  o f  p r a c t i c a l  g u i d a n c e  o n  r e h a b i l i t a t i o n  e x e r c i s e s  

u s i n g  t h e  g r o u p  c h a i r  e x e r c i s e  w i t h  m u s i c  t h e r a p y  ( G E M T ） 

f o r  c a r e  s t a f f s  i n  d a y  c a r e  f a c i l i t i e s  

 

E m i k o  O G U C H I
1 )

,  C h i z u k o  T S U T S U M I
2 )

,  S a t o k o  A B E
3 )

,  

M a s a k o  O K A Z A K I
4 )  

 

1 ) S h o w a  U n i v e r s i t y ,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  N u r s i n g  a n d  

R e h a b i l i t a t i o n  S c i e n c e s   

2 ) M e j i r o  U n i v e r s i t y ,  S c h o o l  o f  N u r s i n g   

3 ) S h o w a  U n i v e r s i t y ,  S c h o o l  o f  N u r s i n g  a n d  R e h a b i l i t a t i o n  

S c i e n c e s   

4 ) S h o w a  U n i v e r s i t y  S c h o o l  o f  M e d i c i n e ,  D e p a r t m e n t  o f  

M e d i c a l  P h a r m a c o l o g y  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A b s t r a c t  

 

T h e  a i m  o f  t h i s  r e s e a r c h  i s  t o  e v a l u a t e  h o w  t h e  i n t e r v e n t i o n  

o f  t h e  p r a c t i c a l  g u i d a n c e  b y  t h e  g r o u p  c h a i r  e x e r c i s e  w i t h  

m u s i c  t h e r a p y  ( G E M T )  e f f e c t s  t h e  s u b s e q u e n t  r e h a b i l i t a t i o n  

e x e r c i s e s  l e a d i n g .  W e  a n a l y z e d  q u a l i t a t i v e l y  t h e  

c o m p a r a t i v e  e v a l u a t i o n  o f  s e l f - r e g i s t e r i n g  f o r m u l a  

q u e s t i o n n a i r e s  f o r  p a r t i c i p a n t s  ( c a r e  s t a f f s  i n  d a y  c a r e  

f a c i l i t i e s )  a t  t h e  s t a r t i n g  p o i n t  a n d  t h r e e  m o n t h s  a f t e r  t h e  

p r a c t i c a l  g u i d a n c e  o f  G E M T .   T h e  o n - s i t e  c a r e  s t a f f s  

c o n c e r n e d  w i t h  r e h a b i l i t a t i o n  e x e r c i s e  h a d  s u c h  p r o b l e m s  a s  

t h e  m a n n e r i s m  o f  r e h a b i l i t a t i o n  p h y s i c a l  e x e r c i s e s  l e a d i n g ,  

t h e  v a r i e t y  o f  u s e r ’ s  s y m p t o m s  a n d  t h e  s e c u r i n g  t h e  s a f e t y .    

T h e  i n t e r v e n t i o n  o f  t h e  p r a c t i c a l  g u i d a n c e  f o r  c a r e  s t a f f s  

r e s u l t e d  i n  t h e  e f f i c a c y  s u c h  a s  t h e  s u b s e q u e n t  d e v i c e  a n d  t h e  

w i l l i n g n e s s  t o  l e a r n ,  o w i n g  t o  e x p e r i e n c i n g  G E M T  f o r  c a r e  

s t a f f s  t h e m s e l v e s .   

I t  i s  s u g g e s t e d  t h a t  t h e  p r a c t i c e  g u i d a n c e  o f  t h e  f u n c t i o n a l  

i m p r o v e m e n t  e x e r c i s e s  b y  G E M T  f o r  c a r e  s t a f f s  i n c r e a s e d  

c o n s i d e r a t i o n s  t o  u s e r s  i n  d a y  c a r e  f a c i l i t i e s  a n d  d e v i c e  

w a y s  o f  g u i d a n c e  c o n t e n t s .   

 

K e y  w o r d s :  d a y  c a r e  f a c i l i t i e s ,  c a r e  s t a f f s ,  g r o u p  c h a i r  

e x e r c i s e  w i t h  m u s i c  t h e r a p y  ( G E M T ) ,  f u n c t i o n a l  i m p r o v e m e n t  

e x e r c i s e s ,  p r a c t i c a l  g u i d a n c e   

 


